
　

随意契約理由書

件 名 　国道428号（箕谷北工区）トンネルヤード造成工事（その2）

契 約 の 相 手 方 　株式会社　神盟　

根 拠 法 令 　地方自治法施行令第167条の2第1項第6号に該当

随意契約の理由

担 当 部 署
（ 問 合 せ 先 ）

　建設局北建設事務所　　　（電話番号　078-981-5191　）

　現在、国道428号（小橋～日の峰５交差点）において、安全で円滑な通行機能を確保するため、ト
ンネルによるバイパス整備事業（以下、「本事業」という）に取り組んでいる。工事着手後に、用地
が新たに確保できたことにより、令和5年10月より実施している「国道428号（箕谷北工区）トンネル
ヤード造成工事（以下、「実施中工事」という）」と合わせて一体的な構造物（トンネルヤード）を
構築することが可能となった。
　本事業におけるトンネルヤードは、実施中工事と本工事の完了をもって一体的な構造物として完成
する。従って、両工事の施工者が異なる場合には、瑕疵担保責任の範囲が不明確となる等密接不可分
な関係にあり、一貫した施工が必要とされる。
　さらに、本事業におけるトンネルヤードは住宅に囲まれた場所に位置していることから、近隣住家
への配慮が特に必要であり、実施中工事の着手前に家屋調査（事前調査）を行っている。本工事が完
了し、トンネルヤードが完成した後には再度、家屋調査（事後調査）を実施する必要がある。
　上記請負人は実施中工事において、地域住民への工事説明会、立会・協議等を行い、地域住民と信
頼関係を構築のうえ、工事を進めている。上記請負人が本工事を行うことで、実施中工事に引き続き
一貫して工事を進め、工事期間を短縮し、円滑かつ確実に工事完了できることから、当該業者以外に
適切なものは考えられない。


